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2型糖尿病マウスモデル
および肥満マウスモデル

の代表例

表現型

• 4週齢までに肥満
8週齢までに耐糖能異常
6-8週齢をピークとした
一過性の高血糖
膵島萎縮を伴わない
β細胞肥大
副腎髄質・下垂体ホルモン
産生異常
体温調節機能低下
代謝異常

•

•

•

•

•

•

• 6週齢までに肥満
雄は6週齢までに、
雌は8週齢までに
重度高血糖
8週齢までに
糸球体腎症を発症し、
20-22週齢までにかけて
糖尿病腎症へと移行
高トリグリセリド血症
膵島萎縮後に
低インスリン血症に
移行する初期の
高インスリン血症　

•

•

•

•

• 4週齢までに肥満
8週齢までに耐糖能異常
6-8週齢をピークとした
一過性の高血糖
膵島萎縮を伴わない
β細胞肥大
副腎髄質・下垂体ホルモン
産生異常
体温調節機能低下
代謝異常
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•

•

•

•

•

• 4週齢までに肥満
中程度の高血圧
8週齢までにBKS dbと
同程度の耐糖能異常と
重度高血糖
糖尿病性腎症
膵島萎縮後に低血糖へと
移行する一過性の
高インスリン血症

•

•

•

•

• 中程度の肥満
雄では離乳時は正常血糖、
4週齢までに耐糖能異常、
10-14週齢までに
高血糖へと推移
雄は8週齢までに
高インスリン血症
雌雄共に
膵島肥大と過形成
トリグリセリド、
総コレステロール、
HDL、遊離脂肪酸の上昇
高用量ロシグリタゾンを
投与した雄における
血糖値低下と
耐糖能の改善
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•

•

•

•

• 4週齢までに肥満

8週齢までに
持続的高血糖を伴う
耐糖能異常

膵島の萎縮

多飲多尿、
代謝酵素機能の変化

一過性の高インスリン血症

末梢神経障害、
腎症、心筋疾患、
創傷治癒能力の低下

•

•

•

•

•

• 過食
雌ホモにおける不妊、
雄ホモにおける
妊孕性の低下
創傷治癒能力の低下

•

•

• 過食
雌ホモにおける不妊、
雄ホモにおける
妊孕性の低下
創傷治癒能力の低下

•

•

• 過食
末梢神経障害、心筋疾患、
創傷治癒能力の低下
膵島萎縮により
10か月齢までに死亡

•

•

雌ホモにおける不妊、
雄ホモにおける妊孕性の低下

•

• 過食
雌ホモにおける不妊、
雄ホモにおける
妊孕性の低下

•

• 過食を伴わない
食餌誘発性肥満
10週齢までに
非空腹時高血糖へと
変化する耐糖能障害
中程度の
高インスリン血症、
高レプチン血症
24週齢までに
膵島の肥大と過形成から
膵島萎縮へと移行
トリグリセリド上昇と
軽度の糸球体硬化症

•

•

•

•

• 雄に限定した
代謝異常表現型

• 中程度の肥満
耐糖能異常と
早期の重度高血糖
高インスリン血症と
インスリン抵抗性
膵島の肥大と過形成

•

•

•

• 雄に限定した
代謝異常表現型

脂質10%の
高脂肪食給餌による
最適な表現型の発現

•

• 雄に限定した
代謝異常表現型
過食•

雄は糖尿病性糸球体腎炎、
および動脈硬化を発症

•

• 過食
重度膵島萎縮による
低インスリン血症、
10か月齢までに死亡
雌ホモにおける不妊、
雄ホモにおける妊孕性の低下

•

•

• 食餌誘発性肥満と
軽度高血糖
8週齢までに耐糖能障害
膵島萎縮を伴わない
β細胞肥大
高インスリン血症・
高レプチン血症と
レプチン抵抗性
高血圧
選択的な腸間膜脂肪の分布
低脂肪食を給餌した
同週齢のB6Jマウスを
コントロール動物として使用

•

•

•

•

•

•

• 馴化期間を長くとることで、
輸送中の体重減少による
実験への影響を防止可能
皮脂の過剰分泌による
被毛のべたつき

•注意事項
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